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特集・学生支援体制の現状と展望

長
野
大
学
は
、
美
ケ
原
高
原
と
菅
平
高
原
と
い
う
二
つ
の
観
光
地

を
南
北
に
も
つ
人
口
一
六
万
人
の
上
田
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
前

身
の
本
州
大
学
は
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
、
当
時
は
人
口

一
万
六
、〇
〇
〇
人
の
塩
田
町
の
議
会
と
町
民
の
熱
意
と
浄
財
の
提

供
を
え
て
設
立
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
学
は
「
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
」
公
設
民
営
型
の
大
学
で
あ
る
。

建
学
の
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、
本
学
は
地
域
と
共
生
す
る
大
学
と

し
て
、「
地
域
社
会
と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
」
を
通
じ
て
「
学
問
理

論
の
生
活
化
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
地
域
へ
の
窓
口
と
し
て

一
九
九
三
年
に
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
、
四
年
前
に

は
、
こ
れ
に
発
展
さ
せ
て
＂
大
学
の
地
域
貢
献
＂
と
い
う
課
題
を
明

確
に
意
識
し
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
、
時
宜
に
適

っ
た
対
応
を
重
ね
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
生
と
教
員
と
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
で
学
び
研
究
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
や
大
学

が
も
つ
資
源
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
大
学
と
地
域
の

双
方
向
性
の
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
の
背
景
に
は
、「
地
域
の
教
育
力
」を
資
源
と
し
て

活
か
す
こ
と
が
、
地
方
小
規
模
大
学
に
と
っ
て
、
そ
の
社
会
的
意
義

を
主
張
し
う
る
有
力
な
拠
り
所
の
一
つ
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

事
情
が
介
在
し
て
い
る
。し
か
し
ま
た
他
方
で
、
大
学
が
立
地
す
る
地

域
そ
の
も
の
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
経
済
的
、
社
会
的
な
地
盤
沈

下
に
苦
悩
す
る
中
で
、
大
学
の
有
す
る
様
々
な
資
源
に
熱
い
ま
な
ざ

し
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
情
も
無
視
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
長
野
大
学
が
立
地
す
る
塩
田
平
と
そ
の
周
辺
は
、
教

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
学
生
の
「
成
長
」
支
援

三
田 

育
雄

（
長
野
大
学
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
）

●
事
例
●
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特集・学生支援体制の現状と展望
育
県
長
野
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
教
育
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
っ

た
。
中
世
に
は
諸
国
の
僧
侶
達
が
集
い
心
血
を
注
い
で
学
問
に
励
ん

だ
＂
信
州
の
学
海
＂
と
呼
ば
れ
、
ま
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
は

農
村
青
年
の
自
己
教
育
運
動
で
あ
る
＂
上
田
自
由
大
学
＂
発
祥
の
地

と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
の
学
習
や
教
育
へ
の
関
心
と

期
待
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
伝
統

が
、＂
地
域
の
大
学
＂
を
つ
く
り
育
て
る
動
き
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
野
大
学
の
地
域
活
動
は
、
し
か
し
他
方
で
、
学
生
の
基
礎
学

力
・
学
習
意
欲
の
低
下
と
社
会
性
の
欠
如
と
い
う
今
日
的
な
課
題

を
、
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
の
一
つ
で
も

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
課
題
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
正
課
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
地
域

の
教
育
力
」
の
支
援
を
積
極
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解

決
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

本
学
の
「
大
学
憲
章
」
に
は
「
学
生
が
『
自
己
成
長
を
楽
し
む
』

こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
の
追
求
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
学
生

の
「
成
長
」
支
援
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
「
仕
掛

け
」、
そ
れ
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、
各
種
の
実

習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
体
験
型
の
地
域
活
動
な
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
経
験
で
き
な
い
あ
る
種
の
＂
緊
張
感
＂
を
も
っ

て
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
調
査
研
究
や
実
習
演
習
や
職
場
体

験
を
行
い
、
そ
の
成
果
が
地
域
で
相
応
の
評
価
を
受
け
た
と
実
感
し

た
時
に
、
学
生
は
確
実
に「
成
長
」す
る
。
し
か
し
、「
地
域
の
教
育

力
」
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
教
員
の
意
識
改
革
と
地
域

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
経
験
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ
る
。

長
野
大
学
に
お
け
る
地
域
と
の
望
ま
し
い
関
係
づ
く
り
は
、
そ
の

点
か
ら
も
未
だ
に
道
半
ば
、
試
行
錯
誤
の
真
只
中
に
あ
る
。
以
下

で
、
本
学
に
お
け
る
三
つ
の
具
体
的
な
取
組
み
を
紹
介
す
る
が
、
い

ず
れ
も
い
わ
ば
発
展
途
上
の
取
組
み
で
あ
る
の
で
、
忌
憚
な
い
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

東
御
清
翔
高
校
と
の
高
大
連
携
事
業

　

─
─
社
会
福
祉
学
部
稲
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
事
例

社
会
福
祉
学
部
で
は
、
新
た
な
福
祉
課
題
と
人
々
の
福
祉
向
上
に

関
す
る
教
育
研
究
を
通
し
て
、
学
生
自
ら
が
様
々
な
生
活
問
題
を
総

合
的
に
分
析
・
対
処
で
き
る
た
め
の
、
幅
広
い
視
野
と
専
門
的
知
見

と
人
々
の
支
援
に
必
要
な
技
術
と
を
修
得
し
、
地
域
社
会
の
福
祉
の

向
上
に
寄
与
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
学
位
授
与
の
方
針
と

し
て
い
る
。

そ
の
社
会
福
祉
学
部
に
、
二
〇
〇
七
年
度
に
長
野
県
教
育
委
員
会

か
ら
「
学
校
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
自
立
支
援
事
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特集・学生支援体制の現状と展望
業
」
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
自
立
支
援
事
業
の
終
了
後
、
本
学

と
県
立
の
東
御
清
翔
高
校
と
の
高
大
連
携
の
動
き
は
「
高
等
学
校
ハ

ー
ト
フ
ル
支
援
事
業
」
に
受
け
継
が
れ
た
。
新
た
な
枠
組
み
の
中
で

は
、
教
員
だ
け
で
な
く
学
生
も
積
極
的
に
高
校
を
訪
問
し
、
た
と
え

ば
、
心
理
教
育
に
関
す
る
授
業
の
Ｔ
Ａ
、
保
健
室
で
の
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
高
校
生
に
対
す
る
自
動
車
教
習
所
へ
の
通
学
支
援
、
学

校
満
足
度
調
査
の
実
施
に
貢
献
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
卒
業
論
文
や

社
会
福
祉
学
部
デ
ー
の
研
究
実
践
報
告
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
本
学
学
生
は
教
職
員
や
生
徒
の
信

頼
を
得
て
、
高
校
内
に
お
け
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
徐
々
に
高
ま
っ

た
。
ま
た
、
高
校
が
多
部
制
・
単
位

制
に
変
革
す
る
時
期
と
も
重
な
り
、

高
校
に
高
大
連
携
を
推
進
す
る
機
運

が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
三
月

に
は
東
御
清
翔
高
校
と
本
学
と
の
高

大
連
携
協
定
に
結
実
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
は
、
協
定
に

基
づ
き
学
生
に
よ
る
積
極
的
な
交
流

活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
大
学
祭
に
高

校
生
を
招
待
す
る
活
動
で
は
、
学
生

が
大
学
祭
の
チ
ラ
シ
を
作
り
高
校
生

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
当
日
は
研
究
発
表
・
展
示
、
模
擬
店
会
場
を

案
内
し
た
。
ま
た
、
推
薦
入
試
を
控
え
た
受
験
生
に
、
本
学
の
特
色

や
学
生
生
活
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
模
擬
面
接
で
対
策
を
伝
授
す
る

と
い
う
、
学
生
ら
し
い
社
会
貢
献
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

特
に
注
目
す
る
べ
き
は
、
高
校
の
独
自
科
目
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
に
対
す
る
授
業
支
援
で
あ
る
。
学
校
支
援
の
心
理
学
の
「
専

門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
所
属
す
る
学
生
が
授
業
案
を
つ
く
っ
て
、
六
回

に
わ
た
っ
て
連
続
授
業
を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
高
校
生
に
も
わ
か

る
ス
ト
レ
ス
講
座
」
で
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
予
防
・
教
育

的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
高
校
一
年
生
全
員
に
エ
ゴ
グ
ラ
ム

な
ど
の
心
理
テ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
学
年
会
の
意
見
を
も
と

に
介
入
す
る
一
ク
ラ
ス
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
理
解

や
対
処
方
法
を
指
導
し
て
、
ス
ト
レ
ス
反
応
や
ス
ト
レ
ス
耐
性
が
介

入
の
前
後
で
改
善
す
る
か
を
検
討
し
た
。
現
在
、
学
年
末
の
学
年
会

に
研
究
成
果
を
報
告
す
る
た
め
に
、
学
生
は
デ
ー
タ
処
理
と
考
察
を

行
っ
て
い
る
。

一
連
の
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
は
じ
め
は
教
員
に
よ
る
社

会
貢
献
だ
っ
た
も
の
が
、
学
生
の
関
与
が
増
す
に
伴
っ
て
高
大
連
携

協
定
に
結
び
つ
き
、
つ
い
に
は
高
校
の
授
業
支
援
が
ゼ
ミ
生
の
学
び

の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
は
じ
め
は
緊
張
気
味
で
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
学
生
が
、
次
第
に
高
校
生
と
う
ち
と
け
活
き
活
き
と
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特集・学生支援体制の現状と展望
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
著
し
い
「
成
長
」
の

姿
を
見
せ
た
。

蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
活
動
か
ら
担
当
教
員
は
、
昨
年
夏
に
本
学
で

行
わ
れ
た
教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
題
材
を
得
て
、
そ
の
成
果
は
小

中
高
校
の
教
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
。
社
会
貢
献
活
動
が
教

育
・
研
究
活
動
と
う
ま
く
絡
み
合
い
、
再
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き

た
と
自
負
し
て
い
る
。�

（
稲
木
康
一
郎
）

蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

─
─
企
業
情
報
学
部
前
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
事
例

企
業
情
報
学
部
で
は
、
企
業
や
社
会
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、

そ
れ
を
解
決
す
る
能
力
を
も
つ
人
材
を
育
成
す
る
教
育
研
究
を
行

い
、
学
生
が
、
幅
広
い
識
見
と
経
営
・
情
報
・
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
に

関
す
る
総
合
的
な
知
見
と
を
身
に
つ
け
、
新
た
な
視
点
に
た
っ
て
課

題
解
決
の
方
向
性
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
培
う
こ
と
を
学

位
授
与
の
方
針
と
し
て
い
る
。

蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長
野
大
学
が
中
心
と
な
り
、
か
つ

て
「
蚕
都
」
と
呼
ば
れ
蚕
糸
業
で
栄
え
た
上
田
の
歴
史
・
文
化
を
捉

え
直
し
、
今
も
残
る
蚕
都
の
文
化
的
・
人
的
資
源
を
活
か
し
て
「
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
上
田
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
平
成
二
一

年
度
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
蚕
都
上
田
展
と
巡
回
ツ
ア
ー
、
ま
ち

あ
る
き
等
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
掘
り
起
こ

し
を
行
っ
た
。
平
成
二
二
年
度
は
、
上
田
市
有
形
文
化
財
「
旧
上
田

市
立
図
書
館
」
を
、
市
民
と
地
域
の
交
流
発
信
サ
ロ
ン
兼
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
局
「
蚕
都
上
田
館
」
と
し
て
再
生
さ
せ
た
。
二
年
連
続

で
長
野
県
の
「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
事
業
に
採
択
さ
れ
て

お
り
、
制
作
番
組
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
も
毎
週
放
送
さ

れ
、
地
域
に
密
着
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

学
部
教
育
の
柱
で
あ
り
二
年
次
か
ら
の
必
修
科
目
で
あ
る
「（
前

川
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
で
は
、
こ
の
蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
し
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

よ
り
、
学
生
と
地
域
の
人
々
と
の
交

流
、
地
域
を
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
課
題
発
見
・
問
題
解
決
能
力
を

育
む
、
実
践
的
な
学
び
の
場
と
し
て

い
る
。

一
年
次
後
期
の
「
課
題
発
見
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅱ
」
で
は
、
学
生
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
に
踏
み
出
す
た
め
の
入

門
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
す

る
。
こ
こ
で
は
蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
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特集・学生支援体制の現状と展望
ク
ト
が
主
催
す
る
地
域
活
動
に
参
加
し
、
自
ら
が
取
材
者
と
な
っ
て

地
域
社
会
や
地
域
の
人
々
と
の
接
触
を
始
め
る
。
そ
こ
か
ら
、
地
域

の
課
題
を
探
り
、
二
年
次
以
降
の
研
究
テ
ー
マ
の
深
化
・
発
展
に
つ

な
げ
て
い
く
。

二
年
次
以
降
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
実
施
す
る
共
通
テ
ー
マ

「
蚕
都
上
田
放
送
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
、
自
分
が
何
を
探
求

し
た
い
か
、
何
を
す
る
こ
と
が
能
力
を
活
か
せ
る
か
な
ど
を
考
え
て

役
割
分
担
を
し
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
の
追
求
を
し
て
い
く
。
今
年

度
か
ら
は
活
動
拠
点
が
「
蚕
都
上
田
館
」
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
学
の
ゼ
ミ
室
か
ら
市
街
地
の
ど
真
ん
中
へ
と
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の

中
心
軸
が
変
わ
っ
た
。
発
想
も
以
前
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
増
し
、
行

動
も
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た
。

学
生
た
ち
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
多
様
で
担
当
教
員
か

ら
見
る
と
面
白
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
あ
る
学
生
は
、
あ
ま
り
読

ま
れ
な
い
紙
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
し
「
動
画
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
自
ら
制
作
し
、
他
者
評
価
を
受
け
な
が
ら
改
良
し
て
い

る
。
ま
た
、
あ
る
学
生
チ
ー
ム
は
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
路
線
で
新
商
品

「
蚕
都
バ
ー
ガ
ー
」
を
提
案
し
た
。
街
中
の
パ
ン
屋
さ
ん
な
ど
の
協

力
者
が
現
れ
、
現
在
試
作
中
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
も
記

録
し
て
番
組
に
す
る
計
画
で
あ
る
。

思
い
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
自
分
自
身
を
よ
り
大
き
く
成

長
さ
せ
る
力
と
な
る
。
地
域
か
ら
学
生
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
期
待

を
、
飛
躍
の
大
き
な
バ
ネ
に
変
え
ら
れ
る
の
も
若
さ
の
特
権
だ
ろ

う
。�

（
前
川
道
博
）

伝
統
野
菜
の
保
存
と
普
及
に
取
組
む
地
域
づ
く
り
ゼ
ミ

　

─
─
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
古
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
事
例

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
は
、
地
域
に
お
け
る
自
然
お
よ
び
社
会
の

現
状
や
課
題
を
、
体
験
や
観
察
を
通
じ
て
発
見
し
、
調
査
技
法
を
活

用
し
て
分
析
し
、
改
善
策
を
提
案
で
き
る
力
を
培
う
実
践
的
、
応
用

的
な
学
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
生
自
ら
が
、
自
然
と
文
化
に

関
す
る
豊
か
な
教
養
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
創
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
、
環
境
と
調
和
す
る
観
光
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
お
よ
び
技

能
を
修
得
す
る
こ
と
を
学
位
授
与
の
方
針
と
し
て
い
る
。

本
学
部
の
特
徴
は
、
四
年
間
を
通
じ
て
必
修
科
目
と
し
て
置
か
れ

て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の
少
人
数
教
育
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
た

と
え
ば
古
田
ゼ
ミ
で
は
、「
地
域
の
食
資
源
を
活
用
し
た
元
気
な
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
伝
統
野
菜
「
山
口
大
根
」
の
保
存
と

活
用
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
年
次
の
「
課
題
探
求
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
お
よ
び
必
修
科
目
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
体
験
」
で
は
、
上
級
生
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
上
田
市

産
業
展
や
地
域
で
の
伝
統
野
菜
普
及
活
動
に
参
加
し
、
農
業
、
商
工
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特集・学生支援体制の現状と展望
業
、
観
光
業
な
ど
と
の
接
触
を
通
じ
て
生
き
た
地
域
課
題
を
自
ら
の

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
発
見
す
る
。
一
年
次
の
終
わ
り
に
は
、
地
域
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
二
年
次
以
降
に
自
分
が
挑
戦
し
た
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
構
想
を
ま
と
め
る
。二
年
次
の「
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
な
が
ら
自
分
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

企
画
書
を
作
成
し
、
必
要
な
場
合
は
、
本
学
独
自
の「
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
」
や
そ
の
他
の
助
成
金
に
も
応
募
し
て
資
金
も
自
力
で
調
達
す

る
。
地
域
の
諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
将
来
必
要
な
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

担
当
教
員
は
、
学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
の
援
助
や
、
文

献
、
情
報
な
ど
を
使
い
こ
な
す
技
法
修
得
の
支
援
を
行
う
。
伝
統
野

菜
「
山
口
大
根
」
の
形
の
悪
い
も
の

を
活
用
し
た
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
」、
伝
統
野
菜
の
流
通
に
関
す
る

社
会
実
験
、
食
べ
方
や
保
存
方
法
に

関
す
る
在
野
の
知
恵
を
集
め
る
た
め

の
「
地
大
根
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

実
施
と
レ
シ
ピ
集
の
発
行
、
地
大
根

の
若
い
世
代
へ
の
周
知
と
商
工
振
興

を
目
的
と
す
る
「
地
大
根
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
ゼ
ミ

生
た
ち
の
創
意
工
夫
が
湧
き
だ
し
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゼ
ミ
生

た
ち
の
探
求
心
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
三
・
四
年
次
の
「
専
門
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
で
は
、
開
発
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
中
心
市
街
地
で
の
販
売

実
験
の
実
施
、
温
泉
街
で
の
名
物
大
根
づ
く
り
の
実
験
な
ど
へ
と
発

展
す
る
。
そ
れ
ら
の
実
験
結
果
や
調
査
結
果
は
、
地
域
住
民
を
聴
衆

と
す
る「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」や「
千
曲
川
流
域
学
会
」等
の
地
域
学

会
、
観
光
系
の
学
会
等
で
報
告
さ
れ
、
地
域
の
人
々
の
真
剣
な
ま
な

ざ
し
の
中
で
鍛
え
直
さ
れ
、
最
終
的
に
卒
業
論
文
へ
と
結
実
す
る
。

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
四
年
間
の
少
人
数
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

は
、「
地
域
の
教
育
力
」
を
存
分
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ゼ
ミ
生
自
ら
が
主
体
的
に
学
び
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

座
学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
確
実
な
達
成
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
、
実
践
的
で
総
合
的
な
能
力
の
形
成
は
、
複
雑
で
変
化
し

つ
つ
あ
る
地
域
社
会
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
延
長
と
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

経
験
を
通
し
て
自
ら
が
学
ん
だ
成
果
は
就
職
活
動
に
も
積
極
的
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
な
り
の
世
界
観
や
市
民
的
判
断
力
を
も
っ

た
主
体
の
形
成
や
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
き
地
域
社
会
の
牽
引
役

と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。�

（
古
田
睦
美
）


